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/魚津神経サナトリウム（副院長）高橋哲也は、脳波における脳部位間の位相同期現象に着目することで、

高い創造性を有する高齢者はアルファ帯域における機能的な神経ネットワークが上昇していることを明ら

かにしました。この成果は、スイスに本部を置く科学、工学、医学についての出版社であるFrontiers Media 
SA の査読付き学術雑誌であるFrontiers Human Neuroscience にて発表されます。 

 

【 概 要 】 
 創造性的活動は加齢に伴う知覚機能や認知機能、身体機能の低下を予防することが知られており、また高

齢者における高い創造性は、精神的幸福の向上につながることが数多くの研究によって明らかにされていま

す。超高齢社会を迎える国々では、障害調整生命年を延ばし、高齢者の幸福度を向上させることが直近の課

題です。従って、高齢者における創造性と関連する脳機能メカニズムを明らかにする試みは、その課題解決

にむけたアプローチの1つであると言えます。本研究では、健康な高齢者に対してS-A創造性試験を実施し、

創造性の高さを評価しました。さらに脳波検査を実施し、アルファ波の位相同期に着目することで脳の機能

的な神経ネットワーク構造を調べました。その結果、高齢者における創造性の高さは、脳内のネットワーク

結合の高さと関連することを明らかにしました。このアルファ波の位相同期に着目する手法は、高齢者の創

造性を支える神経基盤のさらなる解明に今後広く利用されることが期待されます。 
 
 
【発表内容】 
+ 背景 
 古くから、高い創造性は高齢者の精神的幸福の向上につながることが知られています。一方、近年の脳画

像解析技術の進歩により、創造性は広範な脳部位の活動が複雑に連携することで生まれることが明らかにさ

れつつあります。例えば、脳血流を可視化する機能的核磁気共鳴（fMRI）を用いた研究によれば、創造的な

課題に対して脳は複数の神経ネットワークを互いに連携させることで、注意・認知・記憶といった脳機能を

統合しながら取り組んでいることが分かってきました。さらに fMRI よりも優れた時間分解性能を持つ脳波

を用いた我々の先行研究（※1）では、創造性は fMRI では捉えられない短い時間スケールでの動的な脳神経

活動と関連することを示しています。そのため、脳波の高い時間分解能を生かした動的神経ネットワーク解

析技術を用いて高齢者における創造性の神経基盤を浮き彫りにすることが期待されていました。 
 
+ 研究内容 
 本研究では、S-A 創造性試験（※2）を用いて健康な 20 名の高齢者の創造性を評価し、併せて知的機能（IQ
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スコア）も評価しました。 その後、安静時の脳波を計測し、各脳部位間の神経活動の同期現象を捉える phase 
lag index（PLI）を用いて脳内の機能的ネットワーク（※3）を推定しました。結果、創造性の高さは広範

な脳部位間の機能的結合強度と関連することを明らかにし、この関係は知的機能とは無関係であることが解

りました（図 1、２を参照）。この結果は、高齢者における創造性の神経基盤に広範な脳領域間の連携が大き

く関わっていることを示しています。 
 
+ 社会的意義・今後の予定 
脳波は非侵襲的で安価かつ簡易に計測することが可能であることから、ヘルスケアや医療など幅広い分野で

用いられる汎用性の高い脳機能画像法です。超高齢社会を迎える国々では認知症や高齢うつなどの精神疾患

への対策が急務であり、「心の健康」を保つことは大きな課題となっています。高い創造性や創造的活動は、

高齢者の「心の健康」や「精神的な幸福」を維持するための有力な手段となります。従って、本研究で提案

した創造性の神経基盤を探索する試みは、個々の高齢者の脳機能を評価し、さらにはその向上施策する上で

有効なツールとなることが期待されます。 
今後、より空間分解能の高い高密度脳波計や脳磁図計、さらに人工知能や新たな解析手法を開発することで、

高齢者の創造性機能を支える神経基盤のさらなる解明に取り組む予定です。 
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図 1 高齢者の創造性の高いグループと低いグループの Phase Lag Index の差(t 値)．t 値が高い(暖色)ほど

創造性の高いグループの PLI 値が高いことを示す．(a) 脳波の電極間ごとの PLI 値での比較．(b) 電極ごと

に電極から投射する PLI 値を平均した場合での比較．多重比較検定の基準(q<0.05,0.01)を通過した電極ラベ

ルは赤色で表示． 
 
 

 
図 2 (a) PLI と SA-創造性スコアとの散布図．(b)PLI と知的機能(IQ)スコアとの散布図．PLI は S-A 創造性

スコアと高い相関関係(相関係数R=0.61)を示すが，知的機能(IQ)スコアとは無相関であることが確認できる． 


